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日時 曜日 食事
羽田

2012年
1月１7　日 火 福岡 昼

夕

羽田空港（8：10）→　JL305便→（10：10）福岡空港＝板付遺跡（福岡市）
＝奴国の丘歴史資料館、須玖岡本遺跡（福岡市）＝吉野ヶ里遺跡（佐賀
県神埼郡）＝佐賀市

＜佐賀市内泊＞

～　日程表　～

出発/到着地 スケジュール

1

●期間： １月１７ 日（火）～２０ 日（金）＝ ４日間

●旅行代金：羽田発着１１８，０００円 (2名１室) 
●一人部屋追加料金：７，０００円

◆食事：朝３・昼・４・夕３回付

◆最少催行：１０名 定員：２５名

旅のお誘い
邪馬台国近畿説の場合、邪馬台国の候補地は大和盆地の東南部にほぼ絞られます。

それに対して、九州説の場合は候補地が何カ所か知られています。そのうち今回の旅では、福岡南部の甘

木・朝倉、久留米、八女、山門と佐賀の吉野ヶ里などの有力候補地を探ります。邪馬台国時代の「クニ」であっ

たろうと思われる環濠集落や狗奴国の最有力候補地である菊池川流域を訪ねます。邪馬台国をめぐるロマン

に浸っていただければ・・・。

シリーズ・魏志倭人の道・第１回

『北部九州に邪馬台国を探る』

夕
朝

佐賀 昼
2 1月18　日 水

博多 夕

朝
3 1月19　日 木 博多

昼
宇佐

夕
朝

4 1月20　日 金 宇佐
昼

福岡
羽田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜佐賀市内泊＞

＜上記日程は2011年10月3日（月）に作成したものであり、現地の都合により変更せざるを得ない場合がございます＞

宇佐＝赤塚古墳、宇佐風土記の丘、大分県立歴史博物館、宇佐神宮（大
分県宇佐市）＝福岡空港（20：00）→JL332便→羽田空港（21：30）、解散

佐賀市＝山門車塚古墳、堤古墳、女山神籠石（福岡県）山門郡＝
岩戸山古墳、岩戸山歴史資料館（八女市）＝高良神社（久留米市）＝平
塚川添遺跡（朝倉市）＝博多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜博多泊＞

博多＝飯塚市歴史資料館、立岩遺跡出土品（飯塚市）＝御所ヶ谷
神籠石、行橋市歴史資料館（行橋）＝石塚山古墳（苅田町）＝宇佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜宇佐泊＞

須玖岡本遺跡 （福岡県）弥生時代中期の甕棺墓や土壙墓・木棺墓などの埋葬遺跡からなる墓地、およびこれに伴う祭祀

遺構の遺跡。公園頂上部に設けられた2棟の覆屋（おおいや）の中に発掘調査時の状態で保存されている。1979年とその翌

年に行われた発掘調査において確認されたもので、116基の甕棺墓、およびそれぞれ9基の土壙墓と木棺墓のほか、多数

の壙墓が検出されている。調査前に墓地の一部が破壊されていたことから、既に破壊を受けたものを含めるとその埋葬遺

構は本来300基以上に及んでいたものと推定されている。墓地西側の低部の平坦面において住居跡群も検出され、弥生時

代の墓地と集落との関係を理解するうえで貴重な遺跡として、1986年に国の史跡に指定されている。

吉野ヶ里遺跡・吉野ヶ里歴史公園 (佐賀県吉野ケ里町・神崎市)

弥生時代600年間全ての時期の遺構・遺物が発見され、本格的な文化財の発掘調査が行われ、弥生時代最大規模の環壕

集落であることが確認され、「魏志」倭人伝に記された「邪馬台国」の様子を彷彿とさせ、一躍全国の注目を集めた。吉野ヶ

里歴史公園では「弥生時代後期後半（ＢＣ3Ｃ頃）」を復元整備対象時期として、これまでの発掘調査成果や民族学などさま

ざまな専門分野の研究をもとに復元整備を行っている

みどころ

集落であることが確認され、「魏志」倭人伝に記された「邪馬台国」の様子を彷彿とさせ、一躍全国の注目を集めた。吉野ヶ

里歴史公園では「弥生時代後期後半（ＢＣ3Ｃ頃）」を復元整備対象時期として、これまでの発掘調査成果や民族学などさま

ざまな専門分野の研究をもとに復元整備を行っている。



山門車塚・堤古墳 (福岡県みやま市)

全長約55mの前方後円墳、享保20年には漢鏡三面が掘り出されたとか、昭和３５年頃には周囲に堀があり、陪塚が左右に

あったとも言われますが今はありません。堤古墳は瀬高町大字山門字堤の東南に縦横220ｍに散在する巨石群です。「筑後

のピラミッド」、「卑弥呼の墓」とも言われ、田の中にあって平地よりも2～3ｍ高く、周囲には濠をめぐらした跡もあり、

人工的に造られたのではないかと言われています。住居が整備され一部調査されただけで詳しいことは不明。邪馬台国山

門説が生まれた地でもあります。

岩戸山古墳・岩戸山歴史資料館 (福岡県八女市)

東西10数Ｋｍの八女丘陵上に４Ｃから７Ｃにかけて古墳約３００基の八女古墳群があり、その中心的なものとして九州最

大級の前方後円墳・岩戸山古墳があります。筑紫君「磐井」が築いたといわれており、八女古墳群からは多数の遺物、特

に岩戸山古墳および周辺より石人・石馬等の石製品、埴輪、須恵器、金環、金製垂飾付耳飾り、鉄製の武器・武具などが

が出土、岩戸山歴史資料館に展示しています。

高良大社・神籠石 (福岡県久留米市)

筑後国一の宮。古くから筑紫の国魂と仰がれ、筑後一円はもとより、肥前の有明海に近い地域を中心に篤い信仰圏が見ら

れます。社殿は国の重要文化財に指定され、神社建築としては九州最大の大きさです。高良山の中腹から山頂にかけ、

「日本書紀」「続日本紀」にも記載がなく築造主体など建設の経緯は一切不明な１ｍ前後の切石が1,5kmにわたって並ぶ神

籠石（または神籠石式山城)と呼ばれる建造物があります。

平塚川添遺跡・甘木歴史資料館 (福岡県朝倉市)

弥生時代中期から古墳時代初頭にかけて営まれた大規模な低地性の多重環濠集落です。幾重もの環濠が集落を巡り、防御

施設と思われる柵列や物見台、環濠にかかった橋、当時の一般的な住居や倉庫の他、特殊な建物があったとみられ、多量

の生活土器のほか、鍬、鋤などの農耕具、網枠、木製生活用具、玉類、広型銅矛、中国の貨泉などが出土しました。建物

や調査結果に基づく弥生の森などが再現され、邪馬台国時代の「クニ」の姿を見ることができます。邪馬台国東遷説＝邪

馬台国・甘木朝倉説によれば筑後川水域沿いのこの地方が邪馬台国ということになります。

飯塚市歴史資料館（飯塚市）

立岩遺跡立体模型室では約２０００年前の立岩遺跡の人々のくらし（春から秋までの稲作作業、甕棺・石庖丁・絹織物・

青銅器・鉄器の製作風景）をわかりやすく再現しています。そして、収蔵展示室には立岩遺跡堀田甕棺群から出土した前

漢鏡１０面をはじめ国指定重要文化財約１００点を一堂に展示しています。

石塚山古墳（苅田市）

九州最大最古の定型化した典型的な畿内型前方後円墳 古墳の立地は低い尾根上で 前方部は海に向かい 全

みどころ

漢鏡１０面をはじめ国指定重要文化財約１００点を 堂に展示しています。

石塚山古墳（苅田市）

九州最大最古の定型化した典型的な畿内型前方後円墳。古墳の立地は低い尾根上で、前方部は海に向かい、全

長約110m。墳丘の後円部径約60mで二段築造になっている。墳頂は径22mが平坦で、そのほぼ中央に長大な竪穴式石室

がある。石室内より銅鏡10数面、剣・矛などの遺物が多数出土している。この古墳から出土した三角縁神獣鏡は、「魏志

倭人伝」に記された女王卑弥呼が魏からもらった宝器の一部と考えられている。これらは現在、国指定重要文化財に指定

されている。

赤塚古墳赤塚古墳（宇佐市）

全長57.5メートルの前方後円墳で、3世紀末に築造された九州最古の前方後円墳であるとされます。大正10年（1921年）の

発掘で、副葬品として三角縁神獣鏡4面・三角縁龍虎鏡1面・碧玉管玉、鉄刀片、鉄斧などが出土している。銅鏡は、椿井

大塚山古墳（京都府）、石塚山古墳（福岡県）、原口古墳（同）出土のものと同笵鏡であるとされており、初期のヤマト

王権が各地の首長に与えたものであると考えられてます。

大分県立歴史博物館（宇佐市）

宇佐神宮や国東半島の六郷満山の八幡・仏教文化などを中心に、大分の歴史・文化に関する体系的な常設展示が行われて

おり、国宝の富貴寺大堂、臼杵磨崖仏、重要文化財・史跡の熊野磨崖仏の復元模型等が展示されている。宇佐風土記の丘

には、九州有数の大規模な古墳群である川部・高森古墳群があります。 写真はイメージです

王墓の上石（うわいし）/奴国・須玖岡本遺跡 女山（ぞやま）神籠石岩戸山古墳の石人

環濠集落遺跡/平塚川添遺跡 赤塚古墳/宇佐風土記の丘 立岩山遺跡出土の6面鏡



5月
7月
10月

〒　　　　　　－
住所

同行者
住所・TEL

＜　申　込　書　＞

TEL

フリガナ

氏名
お１人部屋希望

（有料です）
○をつけて下さい

1月

6月

9月

1２月

3月

同行者氏名

西暦　　　　　　年　　　　月　　　日生年月日

希望する       希望しない

その他
ご希望等

1.募集型企画旅行契約の部

この旅行は、株式会社Ｊトラベルセンター　企画販売部（以下当社といいます）が実施する手配旅行であり、この旅行に参加され

るお客様は当社と手配旅行契約を締結することになります。手配旅行契約の内容・条件は、パンフレット、本旅行条件書、出発

前にお渡しする最終旅行日程及び当社旅行契約約款によります。

2.旅行のお申し込み

当社所定の旅行申込書に所定の事項を記入のうえ、下記の申込金を添えてお申し込みいただきます。申込金は旅行代金をお

支払いいただくときに、その一部として繰り入れます。

区分 申込金(お一人様)

旅行代金が30万円以上 50,000円以上旅行代金まで

旅行代金が15万円以上30万円未満 30,000円以上旅行代金まで

旅行代金が15万円未満 20,000円以上旅行代金まで

3.旅行契約の成立時期

旅行契約は、当社が第２項の申込金を受領した時に成立するものと致します。（通信契約の場合を除きます）

4.旅行代金に含まれるもの

　(1)旅行日程に明示した航空、船舶、鉄道等利用交通機関の運賃(コースにより等級が異なります)

　(2)旅行日程に含まれる送迎バス等の料金(空港・駅・埠頭と宿泊場所／旅行日に｢お客様負担｣と表記してある場合を除きま

す）

　(3)旅行日程に明示した観光の料金(バス料金・ガイド料金・入場料)

(4)旅行日程に明示した宿泊の料金及び税・サービス料金(2人部屋に2人ずつの宿泊を標準とします)

　(5)旅行日程に明示した食事の料金・税・サービス料金

　(6)手荷物の運搬料金

お一人様スーツケース1個の手荷物運搬料金(お一人様20Kg以内が原則となっておりますが、方面によって異なりますので詳し

くは係員にお尋ね下さい)手荷物の運送は当該運輸機関が行い、当社が運搬期間に運送委託手続きを代行するものです。

(7)団体行動中の心付

(8)添乗員付コースの添乗員の同行費用

上記諸費用はお客様のご都合により、一部利用されなくても原則として払い戻しは致しません。

5.旅行代金に含まれないもの(前第4項の他は旅行代金に含まれません。その一部を例示いたし

ます)

　(1)超過手荷物料金(規定の重量・容量・個数を超える分について)

　(2)クリーニング代、電報電話料、ホテルのボーイ・メイド等に対する心付、その他追加飲食等個

人的性質の諸費用及びそれに伴うサービス料

　(3)渡航手続き関係諸費用(旅券印紙代・査証料・予防接種料金・渡航手続き取扱い料金)

　(4)お一人部屋を使用される場合の追加代金

　(5)ご希望者のみ参加されるオプショナル・ツアー(別途料金の小旅行)の料金

　(6)日本国内の空港施設使用料

　(7)日本国内におけるご自宅から発着空港までの交通費・宿泊費

　(8)旅行日程中の空港税(日本国内通行税を含む、但し、空港税等を含んでいる事が表記されて

いるコースを除きます)

　(9)運送機関等の課す付加運賃・料金

6.旅行契約の解除・払戻し

お客様は次に定める取消料をお支払いいただく事により、いつ

でも旅行契約を解除する事ができます。

契約解除の日 取消料（お一人様）

旅行開始日がピーク時の旅行で、旅行開始日の前日から起算してさかのぼって40日目にあたる

日以降 旅行代金10％

(最高50,000円まで)

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって30日目にあたる日以降3日目にあたる日まで 旅行

代金が30万円以上･････････50,000円

 旅行代金が15万円以上30万円未満･･････50,000円

 旅行代金が10万円以上15万円未満･･････40,000円

 旅行代金が10万円未満･･････旅行代金の30％

旅行開始日の前々日～当日　旅行代金の100％

旅行開始後の解除または無連絡不参加 旅行代金の100％

注)｢ピーク時｣とは、4月27日～5月6日、7月20日～8月31日、12月20日～1月7日を言います。

7.当社は別途定める契約内容の重要な変更が生じた場合は、旅行代金に一定の率を乗じた変更

保証償金を支払います。詳

TEL

E-mail

詳しくは、別途交付する詳細旅行条件書でお確かめ下さい。

8.旅行条件・旅行代金の基準

この旅行条件は2011年4月1日を基準としています。また旅行代金は2011年4月発効

のIIT運賃及び2011年8月23日現在有効な普通航空運賃、適用規制に基づいて算出

しています。

9.旅程管理

当社は、天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等の旅行サービス提供の中止、官

公署の命令、当初の運行計画によらない運送サービスの提供その他の当社の関与し

得ない事由が生じた場合において、旅行の安全かつ円滑な実施を図るためやむを得

ないときは、旅行者にあらかじめ速やかに当該事由が関与し得ないものである理由

及び当該事由との因果関係を説明して、旅行日程、旅行サービスの内容その他の契

約内容を変更することがあります。ただし、緊急の場合において、やむを得ないとき

は、変更後に説明します。

10.個人情報の取扱

旅お申込みの際に提出された、申込書に記載された個人情報について、お客様との

ご連絡に利用させて頂く他、お客様がお申込み頂いた旅行において運送･宿泊機関

等の提供するサービス手配、及びそれらのサービスを受領するための手続きに必要

な範囲内で利用させていただきます。この他将来お客様へより良い旅行商品やサー

ビスを提供するために、新しい旅行商品やキャンペーン情報等のご案内、アンケート

や旅行参加後のご感想提供のお願い、統計資料の作成等にお客様の個人情報を利

用させて頂く事があります。

●　海外危険情報・衛生情報

渡航先(国または地域)によっては外務省危険情報等の、安全･衛生関係の情報が出

されている場合がございます。お申込みの際は、旅行取扱店または外務省海外安全

相談センター（TEL：03-5501-8162)または（FAX：0570-02330）、外務省海外安全

ホームページ(http//:www.anzen.mofa.go.jp)、衛生情報については厚生労働省検疫

感染症情報ホームページ(http://www.forth.go.jp)でご確認いただけます。

●　旅行取扱管理者とはお客様の旅行を取扱う営業所での取引に関する責任者で

す。この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不明な点があれば、ご遠慮なく記載

の旅行取扱管理者にお尋ね下さい。

FAX

ご旅行条件（要約）お申し込みの際は別途お渡しする旅行条件書をご一読下さい
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